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平成２１年７月１０日発行

第 １ 号湖南市農業委員会だより
湖南市農業委員会
湖南市中央一丁目１番地
ＴＥＬ ０７４８－７１－２３６２

☆ ☆遊休農地実態把握調査を実施

農業委員の活動として、きめ細かな農地パトロールで遊休農地の所在や荒廃状況

の把握に努めています。平成２１年度は農業振興地域を重点に遊休農地や無断転用

の状況を把握。また、昨年度実施した耕作放棄地の現況状況確認を実施しました。

パトロールには、２５００分の１の地図を持参し、すでに遊休化している農地を

、 、 、 、色塗りし並行して 遊休農地台帳も作成し 遊休農地の所在 ほ場整備の実施状況

日照条件、周囲の状況、荒廃状況などを記入しました。

今後、所有者に遊休農地の意向調査や耕作指導、雑草等除去のお願いをするこ

とになります。

農地の転用には許可が必要です！
平成２１年度農業委員会の活動計画及び目標】【

農地は、無断で転用できません！
農業委員会では、構造政策の推進組織として、農業、農村の現場の

農地は、人々の生活に欠かせない農業生産の基盤であり、大切に守っていく必要が 声を政策に反映するとともに、行動する農業委員会として、集落営農
等組織の育成はもとより、農地の確保・有効利用、耕作放棄地の解消

あり、かけがえのない財産です。農地を農地以外にのものにする転用には、農地法に 及び発生防止、意欲ある担い手の確保・育成に努めます。

よる制限が設けられ、許可もしくは届け出が必要になっています。 □ 重点活動計画及び目標

許可を受けずに行った行為は、農地法違反です。違反した場合には、最高で三年以 定期総会・・・毎月１回開催１
農地法や農業経営基盤強化促進法などの法律に定められた規定に

下の懲役、又は３００万円以下の罰金が科せられます。 基づく所掌事務を公平・公正かつ適正に処理する。

農地の転用や売買の予定をされている方は、あらかじめ農業委員会か地域の農業委 認定農業者等担い手の育成及び確保について２
目標 認定農業者・・・２経営 農業生産法人・・・２法人

。員に相談して下さい。 農業生産法人の設立支援や認定農業者制度の周知・普及に努めます

担い手への農地の利用集積について３
目標面積 ２ｈａ
円滑な権利移動ができるよう、随時に農用地あっせん活動を行い

利用権設定制度の周知に努める。老後の備えは農業者年金で安心！

メリット 耕作放棄地の解消について☆ ☆ ４
◇ 農業に従事されている方は、誰でも加入できます。 解消目標面積 １ｈａ
◇ 少子高齢化時代に強い積立方式・確定拠出型の年金です。 耕作放棄地対策協議会と連携を図りながら、所有者への耕作指導や
◇ 保険料の額は月額２万円～６万７千円の間で自由に選択して決 担い手との利用集積調整に努める。

められます。
◇ 終身年金で８０歳までの保証付です。 農地パトロールの実施５
◇ 保険料の全額社会保険料控除など税制面の特例があります。 無断転用発生防止や遊休農地の把握、転用許可案件の履行状況確認
◇ 認定農業者など意欲ある担い手には保険料の国庫補助があります。 を目的として、年３回農地パトロールを実施する。

☆ 詳しくは、最寄りのＪＡか農業委員会に問い合わせて下さい。 農地情報の整備と共有化について６
農地の権利移動や転用等の状況については毎月、総会終了後、速や
かに、情報の更新を実施する。また、共有化については、甲賀地
域担い手協議会と検討を行う。

平成２０年の農地法等の取扱件数
あなたの地域の農業委員を紹介します

平成２０年の１年間に農業委員会が審議した件数です。
会 長 中村 武治（正福寺）
副会長 服部 仁（石部西）

（ ） 。３ ４ ５ ４ ５ 合 利 経 田 民 特 農 内は担当地域です
条 条 条 条 条 意 用 営 畑 事 定 業

委 員 名種 許 許 許 届 届 解 権 改 転 執 農 振
可 可 可 出 出 約 設 善 換 行 用 興

定 計 形 法 地 地 松 原 栄 樹 三雲・妙感寺 北 村 惠 雄 （東寺）（ ）
別 画 状 利 域 中 野 正 義 （吉永） 松 島 祐 二 （西寺）

（ ）認 変 用 整 西 尾 茂 樹 （吉永） 髙 畑 新 作 朝国・岩根東口
定 更 規 備 武 田 三 省 （夏見） 芦 田 慶 三 （岩根東）

程 計 中 川 茂 一 （夏見） 角 田 多賀夫 （岩根西）
画 黄 瀬 耕 （針） 望 月 幸 一 （岩根花園）

千 代 茂 喜 （平松） 加 藤 善 文 （正福寺）
件 小 島 孝 市 （柑子袋） 荻 原 一 男 （菩提寺）

奥 村 みつ子 （柑子袋） 鈴 木 隆 一 （菩提寺）８ ６ １０ １０ ２２ １６ １ ２ １ １ １234
（ ）数 大久保 英 雄 （石部東） 谷 口 久 稔 下田北・下田東
（ ）上 田 和 子 （石部西） 上 西 孝 下田南・下田西

農地を耕作せず放置すると、火災、犯罪、病害虫等の発

生原因となる恐れがあり、周囲に大変迷惑となります。


